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１．事業の目的

本事業は、産業技術力強化の観点から、競争的研究資金を活用し
て、国内の大学・研究機関等の若手研究者（４０歳未満）や若手研究
チームが取り組む産業応用を意図した研究開発を助成することにより、
産業界のニーズや社会のニーズに応える産業技術シーズの発掘や
産業技術研究人材の育成を図るものです。

２．募集対象技術分野

募集募集区分Ａ：
①ライフサイエンス分野、②情報通信分野、③環境分野、
④ナノテクノロジー・材料分野、⑤製造技術分野、
⑥融合的・横断的・統合的分野、⑦エネルギー分野
募集区分Ｂ：
⑧産業技術に関する社会科学分野

３．採択回数および採択件数

年２回 約１２０件／年（１６年度）

産業技術研究助成事業
（１）



産業技術研究助成事業（２）

４．研究開発期間および助成額

１）研究開発期間
３年間または２年間

２）助成額
①直接経費 （研究代表者が管理責任、経理実務は機関事務局に委任）
募集区分Ａ： 研究開発期間３年間： 総額４，０００万円

研究開発期間２年間： 総額３，０００万円
募集区分Ｂ： 上記の金額の２分の１

②間接経費 （機関の責任執行）
直接経費の３０％相当額

５．予算

１６年度事業費 ５５．９億円（新規分２９億円）

内訳 一般会計：２４．５億円（新規分１１億円）
特別会計：３１．４億円（新規分１８億円） ［省エネ、代エネ］



プログラムオフィサー（PO）の基本的役割
（総合科学技術会議）

我が国の競争的研究資金制度について、「科学技術基本計画」、「国の研究開発評
価に関する大綱的指針」において、研究経歴のある責任者を各配分機関に専任で配置
し、競争的研究資金制度の一連の業務を一貫して、科学技術の側面から責任を持ち得
る実施体制が整備されるよう努めるとされている。

プログラムの方針（案）（目的、目標、重点テーマ、新規テーマ設定）の作成。

評価者の選任。

外部評価（ピアレビュー）に基づき、採択課題候補（案）の作成（優先順位付け、研究費
の査定、研究分担者の必要性、重複の排除）。

評価内容や不採択理由の開示。それに対する申請者からの質問、不服申立への対応。

採択課題について、研究計画の改善点の指摘。不採択の申請者にも助言。

進捗状況や予算執行の状況を把握。必要に応じて、現地調査。

研究計画の変更（中止・縮小・拡大を含む）の提言。

プログラム全体の運営見直し等の提案。



産技事業におけるプログラムオフィサー（PO）、
プログラムディレクター （PＤ）制度

・体制強化 PO増員（Ｈ１５より）

・現在 PO 専任１、常勤嘱託（企業）８、兼任（大学）３

ＰＤ 専任２

産技事業におけるPOの役割

●産技審査・評価関係の運営

●産技事業の運営管理への関与



事前書面審査までのプロセスにおけるPOの関与

●プログラムの方針（案）作成 → 公募要領（技術課題の設定、等）・FAQの作成

公募

●公募説明会・個別相談会（全国３～８ヶ所＋ＮＥＤＯ）

●問い合わせへの回答

研究開発提案書

プログラムオフィサーによる形式審査

事前書面審査（ピアレビュー）
（評価者DB： 約４０００名）
各提案に対して、評価者：６名

●新規評価者のＤＢへの追加、評価者の選任

●各提案へのキーワードによる評価者割付



採択までのプロセスにおけるPOの関与

●審査委員の選任、審査委員への説明

●審査委員会の進行等

採択審査委員会（分野毎開催）
委員長：１名、委員：３０～３４名（各回）

書面審査後、議論して、採択・次点候補テーマの選定

●研究内容重複チェック

プログラムオフィサーによる採択テーマ案の策定

NEDO契約・助成審査委員会
採択テーマの決定

●NEDOコメント作成

●問い合わせへの回答



研究実施期間（２～３年）
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中間評価

１） 「進捗状況報告書」および「自己評価」を研究代表者が提出。
２） プログラムオフィサーが現地調査を行って、ヒアリング報告書
を作成。
３） １）および２）を受けて、採択審査に当たった各分野の評価者
（２名）が書面により中間評価を行う。

（評価項目）
●研究進捗状況 ●成果発表と特許
●産業応用・実用化 ●総合評価 評価結果の通知・公開

▼評価が低いテーマ →

評価者・プログラムオフィサーによる
再ヒアリング

最終年度の助成
→ 条件付き
助成中止

▲評価が高いテーマ → 継続研究テーマ候補



成果報告会におけるPOの関与

●運営、座長

継続研究

優れた成果が期待され、かつ発展の見込まれる研究テーマにつ
いては、研究期間を２年間延長し、切れ目なく助成を継続する。

１） テーマ候補（中間評価）の選定、
審査委員・ＰＯによるテーマ候補成果（報告会）の推薦。

２） 「継続研究開発計画書」を候補者が提出。
３） それを基に、審査委員が審査を行う。

（審査項目）
●計画の発展性 ●計画の妥当性
●実用化可能性 ●総合評価



１） 「成果報告書」および「研究成果調査票」を研究代表者が提出。
２） それらを基に、採択審査に当たった各分野の評価者（１名）お
よび新たな外部評価者（２名）が書面により事後評価を行う。

（評価項目）
●目標の達成度 ●成果の意義・波及効果
●特許・成果発表 ●成果の実用化可能性

●総合評価

評価結果の通知・公開

事後評価

事後評価におけるPOの関与

●評価者の選任、運営



産技事業の展開

●研究成果と企業（・ＮＥＤＯプロジェクト部）とのマッチングの
場を提供 （Ｈ１５より、次世代シーズ懇話会）

→ 共同研究等
→ 既存ＮＥＤＯプロジェクトへの組み込み

●NEDO技術開発機構内の他制度への橋渡し

・大学発事業創出実用化研究開発事業
・産業技術実用化研究開発助成事業

産業技術研究助成事業

産業技術実用化開発助成事業

大学発事業創出
実用化研究開発事業


